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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 基 板 と 、 上 記 半 導 体 基 板 上 に 設 け ら れ た 複 数 の 半 導 体 素 子 と 、 上 記 半 導 体 基 板 及
び 上 記 半 導 体 素 子 の 上 方 に 設 け ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 と 、 複 数 の 配 線 層 と を 備 え る 半 導 体 装 置
で あ っ て 、
　 上 記 配 線 層 は 、
　 上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 設 け ら れ た 第 １ ト レ ン チ を 埋 め る 導 電 体 か ら な る 第 １ の 配 線 と 、
　 上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 設 け ら れ た 第 ２ ト レ ン チ を 埋 め る 導 電 体 か ら な り 、 上 記 第 １ の 配 線 と
は 別 工 程 に よ り 設 け ら れ た 第 ２ の 配 線 と
を 有 し て い る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 上 記 第 １ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 １ の 配 線 の 上 に 設 け ら れ た 第 ２ 絶 縁 膜 を さ ら に 備 え 、
　 上 記 第 ２ ト レ ン チ は 上 記 第 １ 絶 縁 膜 か ら 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 第 ２ の 配 線 と は 互 い に 異 な る 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 上 記 第 １ の 配 線 の 膜 厚 と 上 記 第 ２ の 配 線 の 膜 厚 と は 互 い に 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と す
る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 １ ト レ ン チ 及 び 上 記 第 ２ ト レ ン チ の 少 な く
と も １ つ と 上 記 半 導 体 素 子 と を 結 ぶ 第 １ の ス ル ー ホ ー ル と 、



　 上 記 第 １ の ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る プ ラ グ と
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 上 記 半 導 体 素 子 に 接 続 さ れ た 下 層 配 線 と 、
　 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 １ ト レ ン チ ま た は 上 記 第 ２ ト レ ン チ と 上 記
下 層 配 線 と を 結 ぶ 第 ２ の ス ル ー ホ ー ル と 、
　 上 記 第 ２ の ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る プ ラ グ と
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 第 ２ の 配 線 と は 少 な く と も 一 部 が 直 接 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と
す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 上 記 第 １ の 配 線 及 び 上 記 第 ２ の 配 線 は 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ ン
、 タ ン グ ス テ ン 、 窒 化 タ ン グ ス テ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 銀 、 金 、 白 金 の う ち 少 な く と も
１ つ を 含 む 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 半 導 体 基 板 の 上 方 に 第 １ 絶 縁 膜 を 堆 積 す る 工 程 （ ａ ） と 、
　 上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 第 １ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｂ ） と 、
　 上 記 第 １ ト レ ン チ を 含 む 上 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 第 １ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｃ ） と 、
　 化 学 的 機 械 的 研 磨 に よ り 上 記 第 １ 導 電 体 を 研 磨 し 、 少 な く と も 上 記 第 １ ト レ ン チ を 埋 め
、 且 つ 配 線 と し て 機 能 す る 第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｄ ） と 、
　 上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 第 ２ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｅ ） と 、
　 上 記 第 ２ ト レ ン チ を 含 む 上 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 第 ２ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｆ ） と 、
　 化 学 的 機 械 的 研 磨 に よ り 上 記 第 ２ 導 電 体 を 研 磨 し 、 少 な く と も 上 記 第 ２ ト レ ン チ を 埋 め
、 且 つ 上 記 第 １ の 導 電 膜 と 同 じ 配 線 層 内 の 配 線 と し て 機 能 す る 第 ２ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工
程 （ ｇ ） と
を 含 む 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 上 記 工 程 （ ｄ ） の 後 、 工 程 （ ｅ ） の 前 に 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 １ の 導 電 膜 上 に 第
２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 み 、
　 上 記 工 程 （ ｅ ） で は 、 上 記 第 ２ ト レ ン チ が 上 記 第 １ 絶 縁 膜 か ら 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 に 亘 っ て
設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 上 記 工 程 （ ｅ ） で は 、 上 記 第 ２ ト レ ン チ は 上 記 第 １ ト レ ン チ の 一 部 と 重 な っ て 設 け ら れ
、
　 上 記 工 程 （ ｇ ） で 形 成 さ れ る 上 記 第 ２ の 導 電 膜 は 、 上 記 第 １ の 導 電 膜 の 一 部 と 直 接 接 触
し て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ９ ～ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 と は 、 配 線 幅 を 基 準 と し て 分 離 し て 形 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ９ ～ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 と は 、 配 線 密 度 を 基 準 と し て 分 離 し て 形 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ９ ～ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 上 記 第 １ の 導 電 膜 及 び 上 記 第 ２ の 導 電 膜 は 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 チ タ ン 、 窒 化 チ
タ ン 、 タ ン グ ス テ ン 、 窒 化 タ ン グ ス テ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 銀 、 金 、 白 金 の う ち 少 な く
と も １ つ を 含 む 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
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